
バ
ト
ン
タ
ッ
チ河東

田
博
（
日
本
福
祉
文
化
学
会
会
長
）

こ
の
6
年
間
私
た
ち
は
新
し
い
魅
力
の
あ
る
学
会
作
り

を
目
指
し
、（
1
）
事
務
局
体
制
の
安
定
化
、
組
織
運
営

の
明
確
化
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
性
化
、
大
会
運
営
・
現

場
セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
性
な
ど
、
学
会
運
営
の
不
十
分
な
点

を
改
善
し
、（
2
）「
福
祉
文
化
」概
念
を
わ
か
り
や
す
く
し
、

誰
も
が
参
加
可
能
な
学
会
に
し
て
い
く
取
組
み
を
行
っ
て

き
た
。
幸
い
、（
1
）
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
実
を
結
び
つ

つ
あ
る
。（
2
）
に
つ
い
て
も
、
研
究
委
員
会
や
薗
田
顧

問
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い
「
福
祉
文
化
」
概

念
の
整
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の

核
と
な
る
取
組
み
を
今
後
も
引
き
続
き
追
究
し
、
よ
り
一

層
魅
力
あ
る
学
会
と
し
、
会
員
の
満
足
度
の
向
上
と
会
員

増
及
び
会
員
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
と
し
て
、
3
年
後

に
は
会
員
倍
増
を
果
た
し
、
参
加
を
す
る
と
元
気
に
な
っ

て
現
場
に
帰
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
新
生
学
会

と
な
っ
て
い
く
に
違
い
な

い
。
馬
場
新
会
長
を
先
頭

に
新
生
学
会
に
向
け
た
活

発
な
取
組
み
を
展
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

フ
ム
フ
ム
ナ
ル
ホ
ド
・
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
が
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
新
生
！
　日
本
福
祉
文
化
学
会
が
目
指
す
も
の
〜

馬
場
清
（
日
本
福
祉
文
化
学
会
新
会
長
）

1
9
8
9
年
7
月
16
日
。
記
念
す
べ
き
福
祉
文
化
学
会

発
会
式
の
際
に
、
私
は
司
会
席
に
座
っ
て
い
た
。
当
時
、
高

校
の
非
常
勤
講
師
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、「
学
会
」
と
い
う

お
よ
そ
自
分
の
過
ご
し
て
き
た
世
界
と
は
無
関
係
な
所
で
、

か
な
り
場
違
い
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、「
新

し
い
福
祉
の
価
値
を
創
っ
て
い
こ
う
！
」「
福
祉
社
会
を
変

え
て
い
こ
う
！
」
そ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
、
期
待
に
胸

を
躍
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
。
3
代
目
の
会
長
と
な
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
正
直
、
会
長
職
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、

か
な
り
逡
巡
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
恩
返
し
を
し
よ
う
と
引

き
受
け
る
こ
と
に
決
め
た
。

ご
存
じ
の
通
り
学
会
は
今
、
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。

そ
し
て
時
代
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
会
員

の
方
々
と
と
も
に「
人
間
の
幸
せ
と
は
何
か
」に
つ
い
て
、じ
っ

く
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
私
が
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
以
下
の
2
つ

で
あ
る
。①
フ
ム
フ
ム
ナ
ル
ホ
ド
と
気
づ
き
の
あ
る
学
会
に
！

　

②
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

す
る
よ
う
な
魅
力
的
な
学

会
に
！

こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、
一

番
ヶ
瀬
康
子
元
会
長
が
よ

く
言
っ
て
い
た
「
冷
た
い

頭
と
熱
い
胸
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
マ
ー
シ
ャ
ル

の
こ
と
ば
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
冷
徹
な
頭
で
福
祉
現
場
で
起
き
て
い
る
事

象
を
文
化
の
視
点
か
ら
理
論
化
し
て
、
そ
れ
を
学
び
合
う
こ

と
（
フ
ム
フ
ム
ナ
ル
ホ
ド
）。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
の
知

恵
と
実
行
力
を
結
集
し
て
、
学
び
の
成
果
を
熱
い
想
い
で
実

現
す
る
こ
と
（
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
）。
そ
ん
な
「
両
輪
」
が

常
に
動
い
て
い
る
学
会
に
し
て
い
き
た
い
。

し
か
し
こ
と
は
そ
ん
な
簡
単
で
は
な
い
。
こ
の
3
年
間
、

会
員
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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4
月
よ
り
第
6
期
新
役
員
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

皆
さ
ま
よ
ろ
し
く

　お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
6
期
役
員
体
制
を
紹
介
し
ま
す
。

会

　長	

馬
場　

清

副
会
長	

岡
村
ヒ
ロ
子
/
永
山　

誠

理

　事	

渡
邊　

豊
/
多
田
千
尋
/
川
北
典
子
/
佐

藤
嗣
道
/
稲
田
泰
紀
/
藤
原
一
秀
/
月
田
み
づ
え
/

佐
々
木
隆
夫
/
今
野
道
裕
/
梅
津
迪
子
/
坂
本
道
子

/
石
井
バ
ー
ク
マ
ン
麻
子
/
脇
坂
博
史
/
松
原
徹
/

日
比
野
正
己

評
議
員	

相
内
眞
子
/
小
坂
享
子
/
結
城
俊
哉
/
大
澤

澄
男
/
福
山
正
和
/
志
賀
俊
紀
/
和
泉
と
み
代
/
太

田
貞
司
/
久
保
美
紀
/
本
多
洋
実
/
中
嶌
洋

監

　事	

五
十
嵐
真
一
/
加
藤
美
枝

顧

　問	

薗
田
碩
哉

事
務
局	

前
嶋　

元
/
阿
比
留
久
美
/
高
山
陽
子



1
月
25
日
に
2
0
1
4
年
度
第
3
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
を
報
告
し
ま
す
。

『
財
政
健
全
化
検
討
委
員
会
答
申
』

1
）
2
0
1
5
年
度
か
ら
理
事
の
旅
費

支
払
い
が
全
額
か
ら
8
割
と
な
る
。

2
）「
福
祉
文
化
研
究
」
編
集
は

2
0
1
5
年
度
（
25
号
）
ま
で
印
刷

続
行
、
そ
の
後
w
e
b
化
に
移
行
す

る
。
具
体
案
は
編
集
委
員
会
で
検
討

し
、
5
月
の
理
事
会
で
提
案
す
る
。

3
）
福
祉
文
化
研
究
実
践
報
告
集
は
原

稿
が
集
ま
ら
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

当
分
の
間
休
刊
と
す
る
。
福
祉
文
化

研
究
の
現
場
実
践
論
と
の
関
係
を
検

討
し
5
月
の
理
事
会
に
あ
わ
せ
て
編

集
委
員
会
か
ら
提
案
し
て
も
ら
う
。

4
）福
祉
文
化
通
信
は
年
3
回
発
行（
現

状
ど
お
り
）
印
刷
形
態
を
変
更
し
、

フ
ル
カ
ラ
ー
と
す
る
。（
支
出
額
は

減
る
）

5
）
収
入
増
に
関
し
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
つ
く
り
具
体
案
を
構
築
す
る
。

『
理
事
会
に
お
け
る
検
討
』

1
）
2
0
1
5
年
度
予
算
書
に
つ
い
て

一
部
修
正
。
全
の
検
討
委
員
会
の
事

業
方
針
に
沿
っ
た
支
出
削
減
で
概
ね

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

2
）
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
及
び
予
算
書
が
す

べ
て
出
た
訳
で
は
な
い
為
に
引
き
続

き
、
5
月
の
理
事
会
で
残
り
の
事
業

を
審
議
。

３
）
2
0
1
5
年
第
26
回
全
国
大
会
は

神
戸
開
催
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
日

時
は
2
0
1
5
年
10
月
24
日
（
土
）

25
日（
日
）
で
す
。
会
場
は
神
戸
市
内

４
）ブ
ロ
ッ
ク
メ
ー
リ
ン
グ
の
作
成
状
況

会
員
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
理
事
会
を
以
っ
て　

第
5
期

の
理
事
及
び
評
議
員
が
任
期
満
了
と
な

り
、
会
の
最
後
に
は
参
加
者
全
員
が
、

今
ま
で
の
ご
苦
労
を
拍
手
で
称
え
、
引

き
続
き
役
員
を
さ
れ
る
方
に
エ
ー
ル
を

送
り
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
現
理
事
以
外
に
、
顧
問
の

薗
田
さ
ま　

新
副
会
長
の
永
山
さ
ま　

新
事
務
局
長
の
前
嶋
さ
ま　

新
理
事
の

藤
原
さ
ま　

佐
々
木
さ
ま
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
：

「
地
域
文
化
か
ら
福
祉
を
み
る

─
大
震
災
後
20
年
の
神
戸
か
ら
─
」

10
月
24
（
土
）・
25
（
日
）、
皆
が
出

会
う
日
に
し
ま
し
ょ
う
…
…
。

第
26
回
全
国
大
会
は
奇
し
く
も
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
の
年

に
神
戸
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。
場
所
は
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
・
兵
庫
県
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ホ
ー
ル
・
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

10
年
前
、「
震
災
復
興
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会　

豊
か
な
福
祉
社
会
の
創
造

を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
兵
庫
大
会
を
開

催
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
震
災
後
の
20
年
の
間
に
、
人
は
、

地
域
は
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
被
災
者
自
ら
が
語

る
実
践
報
告
、
研
究
発
表
、
討
論
を
展

開
す
る
中
か
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

と
れ
る
大
会
に
し
た
い
と
実
行
委
員
一

同
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

被
災
後
4
年
目
を
迎
え
た
東
日
本
の

復
興
に
も
通
じ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
…
…
。
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
委
員
会
で
は
、「
よ
も
や
ま
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
と
し
て
、
こ
こ
3
年
間
、

定
期
的
に
会
合
を
持
っ
て
き
た
。
そ
し

て
こ
の
た
び
そ
の
成
果
を
『
福
祉
文
化

研
究
』
の
特
集
「
福
祉
文
化
研
究
の

新
地
平
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
ず
は

是
非
こ
の
特
集
を
お
読
み
い
た
だ
き
た

い
。
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を

覆
す
（
？
）
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
提

起
が
書
か
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
問

題
提
起
を
た
た
き
台
と
し
て
、
福
祉
文

化
研
究
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
議
論
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
問
題
提
起
の
内
容
に
つ
い
て
、

一
言
だ
け
書
く
と
し
た
ら
、「『
福
祉
文

化
の
研
究
』」
か
ら
『
福
祉
の
文
化
研

究
』」
へ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
だ
け
読
ん
で
も
、
頭
の
中
に
疑
問
符

が
い
く
つ
も
並
び
そ
う
だ
が
、そ
の
「
こ

こ
ろ
」
を
知
る
た
め
に
も
、
是
非
特
集

記
事
、
特
に
薗
田
顧
問
の
総
論
を
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
。

「
よ
も
や
ま
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
理
事

交
替
に
伴
い
、「
持
ち
寄
り
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
と
し
て
新
た
な
活
動
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。
新
メ
ン
バ
ー
も
募
集

す
る
予
定
。
さ
ら
に
は
東
京
だ
け
で
な

く
、
地
方
で
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
て

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
上
記
の
テ
ー
マ
を
踏
襲
し
継

続
さ
れ
ま
す
が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
提
案

さ
れ
た
課
題
が
次
回
の
サ
ブ
テ
ー
マ
と

な
り
ま
す
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
二
ヵ
月
毎
に
「
関

西
福
祉
文
化
歴
史
探
訪
」
と
し
て
歴
史
・

福
祉
文
化
に
深
く
か
か
わ
る
施
設
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
施

設
等
を
訪
問
し
、
そ
の
事
業
展
開
を
検

証
し
て
い
る
。

10
月
「
播
磨
靖
男
は
な
ぜ
た
ん
ぽ
ぽ

の
家
を
始
め
た
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

現
場
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。「
た
ん

ぽ
ぽ
の
家
」は「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
等
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
、
そ

の
活
動
や
理
念
を
日
本
は
も
と
よ
り
世

界
に
向
け
て
発
信
し
て
き
た
。

美
し
く
紅
葉
し
た
高
台
に
建
つ
「
た

ん
ぽ
ぽ
の
家
」
の
住
空
間
は
す
べ
て
が

ア
ー
ト
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
作
品
が
心

憎
い
ば
か
り
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
展
示
さ

れ
て
い
る
。
ア
ト
リ
エ
で
は
思
い
思
い

に
ご
自
分
の
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
傍
ら
に
暖

か
く
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
。
発
足
の
経

緯
、
理
念
、
ア
ー
ト
論
、
活
動
の
実
態
、

壮
大
な
将
来
計
画
を
熱
く
語
る
播
磨
さ

ん
か
ら
は
、
桁
外
れ
の
情
熱
が
社
会
を

変
え
る
原
動
力
に
な
り
得
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

27
年
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
は
40
周
年

を
迎
え
る
。
播
磨
さ
ん
の
構
想
は
計
り

知
れ
な
い
。

中
部
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
、
こ
れ

ま
で
、
静
岡
福
祉
文
化
を
考
え
る
会
活

動
を
通
じ
て
、
専
門
領
域
の
関
係
機
関
・

団
体
や
特
定
市
民
の
関
係
者
を
中
心

と
し
た
研
修
の
機
会
を
設
け
る
だ
け
で

は
な
く
、“
専
門
性
と
市
民
性
を
融
合
”

日
時　

平
成
26
年
9
月
27
日
（
土
）

〜
28
日
（
日
）

内
容　
「
阿
賀
に
生
き
る
」
上
映
会
、

講
演
会
、
当
事
者
の
方
と
交
流

東
京
大
会
分
科
会
に
続
く
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
旗
野
秀
人
氏
よ
り
、
新
潟
水

俣
病
や
地
域
の
文
化
活
動
に
関
し
て
講

演
と
当
事
者
の
方
と
の
交
流
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。

80
〜
90
歳
台
と
な
っ
た
4
人
の
当
事

者
の
女
性
（
水
俣
病
未
認
定
患
者
）
か

昨
年
10
月
の
全
国
大
会（
大
分
大
会
）

に
は
遠
方
か
ら
多
数
の
皆
さ
ま
か
ら
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

大
会
の
様
子
な
ど
は
福
祉
文
化
通
信

75
号
（
平
成
26
年
12
月
発
行
号
）、
ま

た
は
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

大
会
後
、
大
会
の
感
動
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
大
会
の
思
い
に
感
銘

を
受
け
た
別
府
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
泰

生
園
の
ス
タ
ッ
フ
が
『
詩
・
短
歌
・
俳

句
集
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
や
日
常
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
も
の
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

作
成
し
た
詩
集
は
泰
生
園
の
中
で
利

用
者
さ
ん
と
声
に
出
し
て
読
ん
だ
り
、

共
感
し
た
り
、
笑
い
あ
っ
た
り
と
活
用

し
て
い
ま
す
。

い
る
。
ま
た
今
回
の
問
題
提
起
を
受
け

て
、
福
祉
文
化
研
究
の
在
り
方
を
考
え

る
勉
強
会
を
、
特
に
論
文
投
稿
者
、
投

稿
予
定
者
の
方
々
と
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
新
生
研
究
委
員
会
に
、
是
非

ご
期
待
下
さ
い
。

し
た
市
民
活
動
・
公
開
型
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、
い
か
に
し
て
「
わ
か

る
福
祉
」
そ
し
て
「
見
え
る
福
祉
」
に

よ
る
学
び
の
場
が
必
要
か
を
課
題
に
今

年
度
は
「
豊
か
な
地
域
づ
く
り
そ
の
意

識
と
実
態
調
査
研
究
」
に
取
り
組
み
、

1
5
0
0
枚
の
調
査
票
を
回
収
し
、
現

在
分
析
中
で
あ
る
。

「
実
践
活
動
事
業
」
で
は
、
8
月
か
ら

「
共
創
社
会
実
現
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
て
10
代
か
ら
80
代
の
25
名
の
委
員
構

成
で
、
4
回
に
わ
た
り
、
県
内
各
地
の

福
祉
実
践
活
動
の
事
例
を
も
と
に
、
豊

に
暮
ら
し
合
う
地
域
づ
く
り
を
議
論
し

た
。

「
啓
発
学
習
事
業
」
で
は
、
全
て
公
開

型
研
修
会
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
、
5
月
、
8
月
、
11
月
、
1
月
、
3

月
に
開
催
し
た
。

ら
、
発
症
ま
で
ど
の
様
な
暮
ら
し
を
し

て
き
た
か
、
水
俣
病
の
原
因
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
地
域
（
文
化
の
中
）
で
生

活
し
て
い
た
か
語
ら
れ
た
。
病
気
へ
の

偏
見
と
差
別
が
根
強
い
こ
と
も
語
ら
れ

た
が
、
な
ん
と
笑
顔
で
表
情
の
よ
い
こ

と
か
。
愚
痴
め
い
た
こ
と
を
言
わ
ず
、

人
生
を
達
観
し
た
者
に
し
か
与
え
ら
れ

な
い
表
情
で
あ
っ
た
。
帰
り
際
「
も
う
、

帰
る
の
か
え
」
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
小

さ
な
手
で
握
り
締
め
て
く
れ
た
ば
ば
さ

ま
。
懐
に
飛
び
込
ん
で
泣
き
た
く
な
る

よ
う
な
切
な
さ
を
感
じ
た
瞬
間
で
あ
っ

た
。書

物
や
資
料
・
メ
デ
ィ
ア
で
知
っ
て

い
る
つ
も
り
の
知
識
も
現
場
に
佇
み
、

自
分
の
五
感
で
感
じ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
。

「
福
祉
現
場
で
求
め
ら
れ
る

職
員
の
質
と
は
何
か
？

〜
虐
待
事
例
を
通
し
て
現
場
職
員

が
語
る
〜
」

日
時
：
3
月
14
日
（
土
）

13
：
00
〜
16
：
00

場
所
：
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

16
号
館
第
一
会
議
室

詳
細
な
内
容
は
学
会
Ｈ
Ｐ
に
報
告
さ

研

員
委

報
告

究

会

理

の
会
事

催
報
告

開

「
阿
賀
に
生
き
る
・

阿
賀
の
暮
ら
し
」

交
流
セ
ミ
ナ
ー

北陸
ブロック

報告

第
3
回

ク
ロ
ス
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
5
年
度
の
全
国
大
会
、

神
戸
に
決
定
！

関東
ブロック

報告

現
場
セ
ミ
ナ
ー

よ
り

関西
ブロック

報告

中部東海 
ブロック

報告

九州 
ブロック

報告

旗野さんを囲んで座談会

趣のある
手づくり
詩集

ジャンボKJ法を使い論議を深める

「たんぽぽの家」の素敵なアート空間

会場予定の『人と防災未来センター』



●
転
居
先
不
明
の
方
の
お
名
前
と
所
属

ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
連
絡
先
を
ご
存
知

の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

 

高
橋
睦
美
（
中
部
東
海
）、
晝
間
文

子
（
関
西
）

新
年
度
を
目
の
前
に
、
本
学
会
も
4
月

か
ら
第
6
期
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

1
9
8
9
年
に
発
足
し
た
日
本
福
祉
文
化

学
会
に
は
沢
山
の
実
践
活
動
と
研
究
成
果

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。（
会
の
あ
ゆ
み
に
つ

い
て
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く

だ
さ
い
。）
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

活
動
、
つ
な
が
り
が
長
い
歴
史
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
歩
み
を
更
に
進
め
る
た
め
に
皆
さ

ま
か
ら
こ
の
会
を
周
知
P
R
し
て
い
た
だ

き
、
活
動
の
活
性
化
、
会
員
の
増
加
を
含

め
た
協
力
者
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
、
会
の
発
展
に
つ

い
て
等
ご
意
見
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
広
報
担
当
・
稲
田
）

第
5
期
の
役
員
の
み
な
さ
ま
へ
、
学
会

の
活
動
、
特
に
こ
の
間
は
2
0
1
1
年
3

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
支
援
活

動
等
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
努
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
や
委
員
会
活
動

も
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
次
の
活
動
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
学
会
活

動
に
お
力
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
3
年
間
お
疲
れ
様

で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◎
2
0
1
4
年
度
、
2
0
1
5
年
度
の
会
費

納
入
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
2
0
1
5
年
2
月
15
日
ま
で
に
、
ご

入
会
さ
れ
た
方
の
お
名
前
と
所
属
ブ

ロ
ッ
ク
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

 

谷
俊
英（
関
西
）、高
橋
健
一
郎（
関
東
）

事
務
局
よ
り

会
員
入
退
会
情
報

こ
れ
ま
で
こ
の
学
会
が
編
集
し
て
き

た
単
行
本
の
書
名
や
研
究
誌
の
特
集
の

タ
イ
ト
ル
、
さ
ら
に
は
毎
年
の
大
会
の

テ
ー
マ
、
分
科
会
の
表
題
な
ど
を
見
て

い
て
気
づ
く
の
は
「
○
○
と
福
祉
文
化
」

と
い
う
表
現
が
目
立
つ
こ
と
で
す
。
い

わ
く
「
高
齢
者
と
福
祉
文
化
」「
障
害

者
と
福
祉
文
化
」「
地
域
社
会
と
福
祉

文
化
」「
災
害
と
福
祉
文
化
」
…
…
な
ど

な
ど「
と
福
祉
文
化
」が
溢
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
用
語
と
福
祉
文
化
を
「
と
」
で
繋

ぐ
と
、
そ
こ
に
立
派
な
テ
ー
マ
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。

よ
く
よ
く
考
え
て
み
ま
す
と
、「
A
と

B
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
の
両
者
が

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
に

し
て
問
題
を
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
「
自
然
と
人
間
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
、
自
然
に
対
峙
す
る

人
間
と
い
う
視
点
か
ら
、
両
者
の
あ
る

べ
き
関
係
を
検
討
す
る
と
い
う
方
向
に

話
が
進
み
ま
す
。「
高
齢
者
と
福
祉
文

化
」
と
い
う
発
想
も
、
高
齢
者
の
生
活

が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
れ
に
「
福
祉
文
化
」

と
い
う
概
念
を
ぶ
つ
け
て
み
る
と
い
か

な
る
知
見
が
得
ら
れ
る
か
、
と
い
う
方

向
に
話
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
「
福
祉
文
化
」
は
高
齢
者
の

生
活
の
外
側
に
あ
る
何
や
ら
価
値
の
あ

り
そ
う
な
実
体
で
、
そ
れ
を
持
ち
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
生
活
を
改
善

し
て
や
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。「
福
祉
文
化
」
を
生
活
に
外

在
す
る
概
念
に
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

は
理
想
化
さ
れ
て
「
あ
る
べ
き
福
祉
文

化
」
と
い
う
方
向
に
論
議
が
進
ん
で
行

き
が
ち
で
す
。

と
こ
ろ
が
理
想
的
な
「
福
祉
文
化
」

と
い
う
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い
概
念
で

す
。
価
値
志
向
的
に
福
祉
文
化
を
考
え

て
し
ま
う
と
、
論
じ
る
人
の
福
祉
観
や

価
値
観
や
人
生
観
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
一
理
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

ど
れ
が
本
当
の
福
祉
文
化
な
の
か
、
決

着
を
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
と
福
祉
文
化
」
論
は
際
限
な
い
論
議
を

繰
り
広
げ
る
だ
け
で
収
拾
が
つ
か
な
い

の
で
す
。

そ
こ
で
対
案
で
す
。「
と
」
で
は
な
く

て
「
の
」
で
行
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

「
高
齢
者
の
福
祉
文
化
」「
障
害
者
の
福

祉
文
化
」
と
し
た
方
が
、
事
は
ス
ッ
キ

リ
す
る
は
ず
で
す
。
福
祉
文
化
を
外
に

あ
る
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
生
活
に
内
在
す
る
も

の
と
捉
え
て
み
る
の
で
す
。「
の
」
と
い

う
助
詞
は
所
有
と
か
関
係
と
か
を
意
味

し
て
い
ま
す
。「
私
と
あ
な
た
」
と
い
う

と
、
こ
れ
は
2
つ
の
人
格
が
対
等
に
や

り
合
っ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、「
私
の
あ

な
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
2
人

は
深
い
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が

感
じ
取
れ
ま
す
。「
高
齢
者
の
福
祉
文

化
」
と
い
う
の
は
、
か
み
砕
い
て
言
え

ば
「
高
齢
者
が
現
に
持
っ
て
い
る
福
祉

条
件
の
文
化
的
な
側
面
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
老
人
ホ
ー
ム

に
暮
ら
す
高
齢
者
が
ど
ん
な
生
活
を
し

て
い
て
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
文
化
的
な

特
徴
が
あ
る
か
を
見
つ
め
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

福
祉
文
化
研
究
と
は
、
社
会
福
祉
の

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
現
に
生
き
て
い
る

文
化
を
見
つ
め
、
そ
れ
を
客
観
的
に
記

述
し
、
そ
の
背
景
を
分
析
し
、
問
題
点

を
検
討
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
視
点
で
福
祉
実
践
を
批
判
的
に

考
察
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
こ
の
学

会
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

完

福
祉
文
化
の
交
差
点
⋮
③

～
学
会
員
か
ら
福
祉
文
化
の
ル
ー
ツ
を

　考
え
る
視
点
で
お
届
け
し
ま
す
。
～

薗
田
碩
哉
︵
日
本
福
祉
文
化
学
会
顧
問
︶

﹁
○
○
と
福
祉
文
化
﹂
か
ら

﹁
○
○
の
福
祉
文
化
﹂
へ

＊ 

2
0
1
4
年
度
の
﹃
文
化
の
交
差
点
﹄
は

薗
田
顧
問
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、
連
載
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
文
化
の
交
差
点
は
、

お
一
人
の
方
よ
り
年
度
を
通
じ
て
＂
福
祉

文
化
＂
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
執
筆

い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

2
0
1
5
年
度
も
新
た
な
方
か
ら
執
筆

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記




